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事業年度 4月1日から翌年3月31日まで
配当金受領株主 3月31日、9月30日　その他必要あるときは
確定日 あらかじめ公告して定めた日
定時株主総会 毎年6月に開催
株主名簿管理人及び 

三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座管理機関 
同連絡先 〒137-8081
 東京都江東区東砂七丁目10番11号
 三菱UFJ信託銀行株式会社
 ℡　0120-232-711（フリーダイヤル）
上場証券取引所 東京証券取引所　札幌証券取引所
公告方法  電子公告によりおこなう
  （http://www.hokkanholdings.co.jp/）に掲載

いたします。ただし、事故その他やむを得ない
事由により電子公告をすることができないと
きは、日本経済新聞に掲載いたします。

（ご注意）
１． 株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続き

につきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会
社等）で承ることとなっておりますので、口座を開設されている証券
会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀
行）ではお取扱できませんのでご注意ください。

２． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。
なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

３． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払
いいたします。

毎年3月31日（基準日）現在の株主名簿に記載された
株主様に対し、当社グループの容器に入った缶詰を
年1回、以下のとおり贈呈いたします。

贈呈基準
1,000株以上 5,000株未満
＿＿ 2,000円相当の缶詰詰合せ

5,000株以上 10,000株未満
＿＿ 3,000円相当の缶詰詰合せ

10,000株以上
＿＿ 5,000円相当の缶詰詰合せ

株主メモ 株主優待のお知らせ
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Financial Highlight 主要財務指標等（連結） To Our Shareholders株主の皆様へ

項目 第82期 第83期 第84期 第85期 第86期（当第2四半期）

売上高 （単位：百万円） 160,892 168,757 165,127 156,794 89,866

経常利益 （単位：百万円） 2,503 2,893 1,532 4,415 4,529

四半期（当期）純利益 （単位：百万円） 931 1,065 △2,764 2,209 1,962

総資産 （単位：百万円） 146,445 129,511 120,663 130,820 130,928

純資産 （単位：百万円） 42,521 40,484 35,972 38,433 39,969

1株当たり四半期（当期）純利益 （単位：円） 13.85 15.82 △41.08 32.84 29.17

　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこ

ととお慶び申し上げます。

　ここに、第86期上半期（平成22年4月1日から平成22年

9月30日まで）の営業の概況ならびに計算書類につい

て、ご報告申し上げます。

　 当上半期の業績および営業概況

　当上半期におけるわが国経済は、企業収益の改善や

個人消費の持ち直しが続くなど国内景気には一部に回

復傾向が見られましたが、雇用・所得環境の好転は依然

として見られず、国内経済は総じて不透明な状況で推

移いたしました。

　このような情勢のなかで、当企業集団は業績の向上

を目指し、各分野で努力してまいりました結果、当上半

期の連結売上高は、内部売上を消去すると、898億66

百万円（前年同期比13.5％増）となり、経常利益は45億

29百万円（前年同期比75.7％増）、中間純利益は19億62

百万円（前年同期比17.2％増）を計上いたしました。

　当上半期の清涼飲料業界における状況につきまして

は、消費の低迷が続いておりましたが、梅雨明け後の記

録的猛暑により需要が伸びたため、業界全体では前年

を上回る状況で推移いたしました。カテゴリー別では、

コーヒー飲料が前年を下回りましたが、スポーツドリ

ンクが大幅に増加し、また、炭酸飲料や茶系飲料も好調

に推移いたしました。

　一方、食品缶詰業界につきましては、農産缶詰、水産

缶詰ともに夏場の猛暑により原料収穫量が悪化したた

め、食品缶詰業界全体としては前年を下回る結果とな

りました。

代表取締役社長代表取締役会長
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To Our Shareholders 株主の皆様へ

　飲料用スチール空缶は、清涼飲料業界におけるコー
ヒー飲料は低調に推移するなかで、当社グループでは
積極的な営業活動を進めてまいりました結果、新形状
缶の受注等により前年を上回る販売となり、また、紅茶
飲料についても受注が増加するなど飲料用スチール空
缶全体では前年を上回る販売となりました。
　食品缶詰用空缶につきましては、主要販売品目のう
ち水産缶詰は、業界全体としては前年を下回っている
ものの、当社グループに関しましては、サバや鮭などの
品目が順調に販売されましたため、水産缶詰全体では
前年を上回る販売となりました。
　一方、農産缶詰におきましては、主力のスイートコー
ン缶が猛暑の影響による作柄の悪化に伴い減産とな
り、農産缶詰全体において前年割れの実績となりまし
た。以上の結果、食品缶詰用空缶全体ではほぼ前年並み
の販売となりました。

　つぎにプラスチック製品では、飲料用ペットボトル
におきまして、大型ボトルが減少いたしましたものの、
280ml・500ml主体の小型ボトルが夏場の猛暑効果もあ
り受注が増加し、飲料用ペットボトル全体では前年を
大きく上回る販売となりました。
　また、無菌充填用プリフォームにつきましても、猛暑
効果および新規受注を獲得したため、前年を上回る販
売となりました。
　食品用ペットボトルにおきましては、醤油および食
用油分野において減少となり、食品用ペットボトル全
体では前年を下回る販売となりました。
　一般成形品につきましては、昨年に引き続き洗剤用
ボトルなどの販売は減少し、また、主力の農薬園芸製品
につきましても猛暑の影響により減少したことから、一
般成形品全体としては前年を下回る販売となりました。
　エアゾール用空缶につきましては、燃料ボンベ缶が
輸入製品の拡大の影響を受けたため減少となりました
ものの、殺虫剤や消臭芳香剤、人体用エアゾール製品は
好調に推移し、また、自動車関連品や塗料用品、工業用
品等についても景気低迷の影響を受けつつもほぼ前年
並みの実績となりましたため、エアゾール用空缶全体
では前年を若干上回る販売となりました。美術缶につ
きましては、昨年同様、贈答用品の低迷が続いたもの
の、たばこ缶（ピース缶）がたばこ値上げに伴う先行需
要より増産となりましたため、美術缶全体では前年を
上回る販売となりました。
　以上の結果、容器事業全体の売上高は、273億20百万
円（前年同期比11.9％増）の結果となりました。

　ペットボトル製品につきましては、大型ペットボト
ル分野では前年並みの販売でありましたが、小型ペッ

トボトル分野では、夏場の猛暑効果によりスポーツド
リンクや茶系飲料が増産となり、また、その他新規受注
を獲得したことにより、ペットボトル製品全体では前
年を上回る販売となりました。
　缶製品につきましては、夏場の猛暑により炭酸飲料
が増加となりましたものの、缶コーヒーが減少となり
ましたため、缶製品全体では前年を若干下回る販売と
なりました。
　以上の結果、充填事業全体の売上高は、613億50百万
円（前年同期比13.0％増）の結果となりました。

　機械製作部門につきましては、缶コーヒー用新缶生
産ラインの改造工事や、プラスチックボトル用ブロー
金型などが増加し、加えて自動車関連会社向けクラッ
チ盤関連の省力設備についても新たに受注することが
できたため、機械製作部門全体としては前年を上回る

結果となりました。
　エンジニアリング部門におきましては、各種検査機
器設置工事や充填事業用純水装置・ろ過設備対応工事
などを受注いたしましたものの、結果としては前年を
下回る実績となりました。
　以上の結果、機械製作事業全体の売上高は、11億95
百万円（前年同期比140.9％増）の結果となりました。

　 下期へ向けて

　下期の景気動向につきましては、デフレの影響や雇
用情勢の悪化が心配されるなか、海外景気の下振れや
急激な円高なども懸念され、国内景気はさらに不透明
な状況が続くものと思われます。
　このような状況のなかで、当企業集団といたしまし
ては、中期経営計画（5ヵ年計画）「NEXT5」の最終年度
にあたることから、「グループシナジー効果の創出」「事
業拡大のための新たなる取り組みへの挑戦」「経営効
率、経営品質の更なる向上」を推し進め、中期経営計画
の最終目標の達成に邁進するとともに、現在策定中の
次期中期経営計画の実行へ向けて十分な体制を構築し
てまいります。
　なお、通期の連結業績は売上高1,648億円、経常利益
45億円、当期純利益19億円を見込んでおります。
　以上ご報告のとおりでございますので、中間配当金
につきましては、1株につき3円75銭とし、平成22年12月
10日にお支払いすることといたしました。
　株主の皆様におかれましては、今後とも格別のご支
援を賜りますよう心からお願い申し上げます。

容器事業

　 事業別の概況

充填事業

機械製作事業
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os machinery 

Hokkan Group ホッカングループ概要 Close Upグループ事業会社紹介─オーエスマシナリー株式会社─

ホッカンホールディングスは
グループ事業会社全体の力を統合し、
さらに高いレベルの｢物つくり力｣を追求します。
当社は持株会社として、各事業を強化するとともに、グループ企業との
アライアンスの発展を図ってまいります。
そして、“最大より最高”をモットーに、品質と価格の両面を併せ持つ
｢物つくり力｣を高めてまいります。

容器製造／販売

食品用、飲料用などの空缶、ペッ
トボトルなどのプラスチック容
器の開発、生産、販売など幅広く
おこなっています。

「ホッカンエバーグリーン」は、同社のルー
ツである北海道の大地を象徴する緑、永遠
の若さ、生命力を表しています。

北海製罐株式会社
昭和製器株式会社　　日東製器株式会社
東都成型株式会社
株式会社ワーク・サービス

充填

大手ブランドの飲料を空缶や
ペットボトルに充填する受託
充填企業です。調合から物流ま
でを請け負う総合力を持って
います。

「キャンパックアクアブルー」は、良質の
水に恵まれた工場を持つ同社のメリット
から、品質と潤いを表しています。

株式会社日本キャンパック
株式会社西日本キャンパック
日本キャンパック・マレーシア
キアンジュ・キャンパック・ベトナム

多角的に技術革新を進め、
独自の技術を向上させ、
事業領域を着実に拡大し、
「容器のトータルカンパニー」として
グループ企業の発展を支えています

　オーエスマシナリー株式会社は、北海製罐株式会社のマ
シンショップとして1974（昭和49）年に北海道小樽市に誕
生いたしました。以来、ミクロン単位の精密度が必要とさ
れる精密金型を中心に、超精密度と超高速の生産能力を要
求される各種製造機械の設計および生産、さらにはエンジ
ニアリングまでをおこなう総合機械メーカーとして、製罐
機械や工具を作り続けてまいりました。オーエスマシナ
リー株式会社が開発した製品は、北海製罐株式会社、株式
会社日本キャンパックなどといったグループ企業の発展
を支えています。

　現在では、長年にわたり飲料容器製造機械で構築したノ
ウハウやさまざまな技術力をベースに、一般産業機械の領
域に進出し、さらに、他の製造業の工場や生産ラインの設
計から施工、マシンの設置までをトータルにプロデュース
するエンジニア部門を設立。自動車メーカーをはじめ、さ
まざまな業界の大手メーカーに導入されています。また、
同社では万全のアフターフォロー体制を敷き、メンテナン
ス、オーバーホールを徹底し、お客様との確かな信頼関係
の構築に努めております。

オーエスマシナリー株式会社

機械製作

北海製罐株式会社や株式会社
日本キャンパックで使用する
超精密度の金型から製造機
械、総合一般の製造ラインまで
提供する機械メーカーです。

オーエスマシナリー株式会社

「オーエスプレシションオレンジ」は、超
精密度を追求する同社の各種金型と各
種製造機械の安全性を表しています。

▲2010東京国際包装展

▲群馬本社工場

▲小樽工場

▲金型
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当社は、剰余金の配当等会
社法第459条第1項各号に
定める事項について、法令
に別段の定めがある場合を
除き、取締役会の決議によ
り定めることができる旨を
定款に定めております。
剰余金の配当につきまして
は、将来の事業展開と経営
体質の強化のために必要な
内部留保を確保しつつ、株
主の皆様への安定した配当
をおこなうことを基本方針
としております。

利益配分に関する
基本方針

１株当たり配当金

中間期 期末

3.75 3.75 3.75 3.75

7.50 7.50 7.50 7.50

3.75

3.75 3.75 3.75 3.75

7.50
（予想）

（予想）

第　  期82 第　  期83 第　  期84 第　  期85 第　  期86

3.75

Financial Data 四半期連結財務諸表

四半期連結貸借対照表（要旨） 四半期連結損益計算書（要旨）

四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）
（単位：円）

科　目 当第2四半期
2010年9月30日現在

前期
2010年3月31日現在

資産の部

流動資産 51,950 49,267

　　現金及び預金 1,370 1,800

　　受取手形及び売掛金 37,048 35,962

　　電子記録債権 1,780 －

　　たな卸資産 7,649 7,803

　　繰延税金資産 884 760

　　その他 3,239 2,967

　　貸倒引当金 △23 △26

固定資産 78,978 81,552

　有形固定資産 62,329 65,143

　　建物及び構築物 21,637 22,337

　　機械装置及び運搬具 23,041 25,549

　　土地 15,889 15,895

　　リース資産 531 404

　　建設仮勘定 699 395

　　その他 529 560

　無形固定資産 825 648

　投資その他の資産 15,823 15,760

　　投資有価証券 12,706 12,988

　　繰延税金資産 938 605

　　その他 2,252 2,260

　　貸倒引当金 △73 △94

資産合計 130,928 130,820

科　目
当第2四半期
2010年4月 1 日から
2010年9月30日まで

前第2四半期
2009年4月 1 日から
2009年9月30日まで

売上高 89,866 79,185

　売上原価 79,408 70,918

売上総利益 10,458 8,267

　販売費及び一般管理費 6,411 6,077

営業利益 4,046 2,189

　営業外収益 867 857

　営業外費用 384 468

経常利益 4,529 2,578

　特別利益 34 3

　特別損失 1,227 229

税金等調整前四半期純利益 3,336 2,351

　法人税･住民税及び事業税 1,328 470

　法人税等調整額 △179 56

少数株主損益調整前四半期純利益 2,187 －
　少数株主利益 224 149

四半期純利益 1,962 1,674

科　目
当第2四半期
2010年4月 1 日から
2010年9月30日まで

前第2四半期
2009年4月 1 日から
2009年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,689 4,023

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 5,016 △ 4,556

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 4,103 1,025

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △ 8

現金及び現金同等物の増減額 △ 429 483

現金及び現金同等物の期首残高 1,800 2,791

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,370 3,274

科　目 当第2四半期
2010年9月30日現在

前期
2010年3月31日現在

負債の部

流動負債 64,029 66,733

　　買掛金 29,665 30,482

　　短期借入金 25,322 29,963

　　リース債務 187 139

　　賞与引当金 691 685

　　その他 8,162 5,463

固定負債 26,929 25,652

　　長期借入金 23,042 22,169

　　リース債務 465 382

　　繰延税金負債 40 30

　　退職給付引当金 2,749 2,776

　　その他 631 293

負債合計 90,959 92,386

純資産の部

株主資本 38,734 37,024

　資本金 11,086 11,086

　資本剰余金 10,750 10,750

　利益剰余金 16,918 15,208

　自己株式 △21 △21

評価・換算差額等 △52 333

　その他有価証券評価差額金 △51 332

　繰延ヘッジ損益 △0 1

少数株主持分 1,288 1,075

純資産合計 39,969 38,433

負債純資産合計 130,928 130,820
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永 　 井 　 勝 　 己
工 　 藤 　 常 　 史
田 　 村 　 秀 　 行
木 　 村 　 修 　 二
山 　 崎 　 節 　 昌
池 　 田 　 孝 　 資
小 　 池 　 明 　 夫
酒 　 井 　 公 　 平
寺 　 嶋 　 　 　 勉
増 　 田 　 嘉 一 郎
新 　 名 　 孝 　 信

取締役会長（代表取締役）
取締役社長（代表取締役）
専 務 取 締 役
取 　 締 　 役
取 　 締 　 役
取 　 締 　 役
取 　 締 　 役
常 勤 監 査 役
監 　 査 　 役
監 　 査 　 役
監 　 査 　 役

会社概要（2010年9月30日現在）

役員（2010年9月30日現在）

商 　 　 　 号 ホッカンホールディングス株式会社
HOKKAN HOLDINGS LIMITED

本 　 　 　 社 東京都千代田区丸の内二丁目2番2号　丸の内三井ビル　TEL03-3213-5111
設 　 　 　 立 1950（昭和25）年2月1日（創立 1921（大正10）年10月23日）
資 　 本 　 金 110億8,652万4,995円
従 業 員 数 23名
事 業 内 容 （1）各種空罐、容器の製造販売

（2）清涼飲料水・酒類その他各種飲料の受託充填及び販売
（3）各種機械の製造販売
（4）機械器具設置工事業
（5）倉庫業
（6）土木・建築工事の設計、施工請負

株式の状況（2010年9月30日現在）

発 行 可 能 株 式 総 数 240,000,000 株
発 行 済 株 式 の 総 数 67,346,935 株
株 主 数 5,051 名

大株主
所有者別分布状況株 主 名 持株数（千株）持株比率（％）

株式会社トーモク 5,926 8.81

日本生命保険相互会社 3,274 4.87

株式会社みずほコーポレート銀行 3,273 4.87

日本トラスティ･サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,575 3.83

株式会社メタルワン 2,267 3.37

ホッカンホールディングスグループ取引先持株会 2,256 3.35

農林中央金庫 2,000 2.97

東京海上日動火災保険株式会社 1,805 2.68

株式会社北海道銀行 1,765 2.62

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,674 2.49
（注）持株比率は自己株式（62,464株）を控除して計算しております。

■金融機関

■個人・その他

39.88%

21.91%

■外国法人
5.23%

■自己株
0.09%

■金融商品取引業者
0.78%

■事業会社・その他法人
32.11%

ホームページのご案内

当社のホームページでは株主・投資家の皆様に対して、企業情
報や財務情報をはじめとして、当社の事業活動や動向を紹介
しております。
当社をよりご理解いただくためにも、是非アクセスしてくだ
さい。

http://www.hokkanholdings.co.jp/

ホームページアドレス
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